
 

  

 評価シート（年度評価） 
 

    名古屋市障害者スポーツセンターの管理運営状況 

     

１ 基本情報                  ＜所管局:スポーツ市民局＞ 

指定管理者 社会福祉法人 名古屋市総合リハビリテーション事業団 

主な業務内容 障害者スポーツセンターの管理運営 

評価対象期間 令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月 指定管理期間 令和 5 年 4 月～令和 10 年 3 月 

     
２ 評価結果 

評価項目 
評価 
区分 特記事項 

１ 

基

本

事

項 

(1)平等利用 市民の利用にあたって不公平が生じていないか。 ○ 定期的に研修や緊

急時シミュレーシ

ョンを開催する等、

事故・災害への対応

に努めた。 

(2)開館の実績 利用日･利用時間が遵守されているか。 ○ 

(3)情報管理 情報の管理･保護が適切になされているか。 ○ 

(4)職員体制 職員の配置、勤務実績、労働環境等は適切か。 〇 

(5)法令等の遵守 法令、協定書等を遵守しているか。 ○ 
(6)事故･災害等への対策･

対応 事故･災害等発生時の対策･対応が行われているか。 ◎ 

(7)環境配慮 環境に配慮した取り組みを行っているか。 ○ 

２

維

持

管

理 

(1)建物･設備の保守点検 建物･設備が適切に管理されているか。 ○  

(2)警備業務 安全で安心感のある環境を確保しているか。 ○ 

(3)衛生管理 利用者が快適に利用できる状態が保持されているか。 ○ 

(4)備品の管理 備品が適切に管理されているか。 
○ 

3

サ

｜

ビ

ス 

(1)利用実績 当初の目標通りの利用実績を挙げているか。 ○ 市立小中学校での

障害者スポーツ体

験出前授業につい

て、参加者の理解促

進のみならず、名古

屋市障がい者スポ

ーツ指導者協議会

と連携することに

より、指導者の人材

育成に努めた。 

(2)事業実施状況 計画通り事業が実施されているか。 ◎ 

(3)サービス提供状況 利用者へのサービスの提供は適切に行われているか。 ○ 

(4)利用者満足度 調査を実施し、結果を検証し、改善を図っているか。 ○ 

(5)苦情･要望の把握･対応 利用者の意見、苦情を受けて、迅速に対応できているか。 ○ 

(6)広報・PR の実施 施設及び事業 PR の取り組みは行われているか。 ○ 

(7)関係機関等との連携 関係機関等と連携や協働が図られているか。 ○ 

(8)施設機能の発揮 障害者スポーツの拠点として機能しているか。 ◎ 
４
経
費
等 

(1)執行状況 指定管理料の執行等は適正になされているか。 ○  

(2)再委託 再委託の方法は適正か。 
○ 

 

 【総合評価】 

所管局のコメント・特記事項等 

市立小中学校を対象に名古屋市障がい者スポーツ指導者協議会と連携して障害者スポー
ツ体験出前授業を実施するなど、障害者スポーツの一層の理解促進と人材育成を図った。
また、利用者アンケート全体を通じた満足度は 95.2％と高い水準であり、適切に管理運営
されていると認められる。今後も、より多くの利用者に施設や各種大会・教室などを利用
いただけるよう、施設運営に努めること。 

愛知・名古屋では令和 8年 10 月に第 5 回アジアパラ競技大会の開催が予定されている。
その開催効果をレガシーとして継承・発展させるため、障害者スポーツの普及啓発により
積極的に取り組むとともに、障害当事者の声を幅広く聞き取り、そのニーズを把握し、障
害者スポーツの振興に寄与する事業展開を期待する。 

 



施設の現状

名古屋市障害者スポーツセンター（1か所）

※支出のうち「その他」欄は、経常修繕費等を記載

施
設
の
現
状

指定管理料

343,257

その他

0

計

市の収支状況(千円)　（7年度決算(見込)額）

31,701

施設概要

取組状況

62

特記事項

22,166人

延べ利用者数

プールの利用者数

令和5年度は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが5月に「5類感染症」へ移行されたことに
伴い、各種制限を緩和しながらスポーツ教室や大会等を実施した結果、利用者数は感染症流行前の水準に
回復しつつあります。
令和７年度は、12月から３月にかけてプール及び体育室の大規模修繕工事を実施したため、利用者数は他年
度と比較して減少しています。

管
理
運
営
指
標
の
状
況

令和6年度 令和7年度令和4年度

93,745

30,205

17,107 21,823 16,115

106,080 88,986

指標

特記事項

その他特定財源

343,257

使用料

8,224

一般財源

334,971

障害者を対象に、スポーツに関する各種相談に応ずるとともに、スポーツ、レクリエーション等を通じて健康の
増進を図ることにより、障害者の福祉の向上に寄与することを目的として設置された施設です。
具体的には、スポーツに関する相談・指導、スポーツ教室やスポーツ大会の開催、スポーツ指導員・ボランティ
アの養成を行っています。

利用料金

343,257

支出 収入

計

体育室の利用者数 19,233

31,562

102,999

令和5年度単位

人

人


